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二
=裁
七十

関東

ｓ呂
来
春

らか本
県
栃
本
で
運
用

関
東
道
路
爛

（筑
西
市
、
武
藤
正
浩
代
表
取
締
役
＝
写
真
右
）
は
、
廃
棄
量
が
増
大
す
る

と
見
込
ま
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
、
様
々
な
業
種
と
連
携
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
昨
年
７
月
に
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（Ｓ
Ｒ
Ｐ
）
の
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
特
許
を
取
得
。
来
春
か
ら
本

県
や
栃
木
県
で
シ
ス
テ
ム
運
用
を
開
始
す
る
見
通
し
だ
。
２０
日
の
会
見
で
武
藤
代
表
取
締
役

は

「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
廃
棄
に
悩
ん
で
い
る
業
者
は
多
い
と
聞
く
。
解
体

・
廃
棄
の
依
頼

を

一
元
化
す
る
Ｓ
Ｒ
Ｐ
に
よ
り
不
法
投
棄
を
な
く
す
と
と
も
に
、
環
境
Ｄ
Ｘ
と
し
て
確
立
し
、

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話

っ
た
。

解
体
・、廃
棄
依
頼
を

一
元
化

２
０
０
９
年
に
余
剰
電
力
買

取
制
度
が
施
行
さ
れ
る
と
、
規

模
を
問
わ
ず
全
国
各
地
で
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の

設
置
が
進

み
、

特
に
平
地
の
多

い
本
県
で
は
急

速
に
導
入
が
進

ん
だ
。

そ

の

一
方

で
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
の
寿
命

は
２０
～
３０
年
程

度
と
さ
れ
、
環

境
省
の
試
算
に

よ
る
と
、
１０
年

後
の
廃
棄
量
は

現
在
の
８０
倍
の

８０

万

ｔ

に

な

る
と
さ

れ
る
。

ピ
ー
ク
時
に
は

１
４
０
万
ｔ
を
超
え
る
と
も
言

わ
れ
、
使
用
不
能
と
な

っ
た

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
放
置
さ
れ

た
り
、
不
法
投
棄
さ
れ
る
可
能

性
が
予
想
さ
れ
る
。

同
社
が
提
案
す
る
Ｓ
Ｒ
Ｐ
で

は
、
解
体
や
分
別
、
運
搬
、
リ

サ
イ
ク
ル
、
最
終
処
分
な
ど

の
業
務
を

一
括
で
受
け
付
け
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
場
所

か
ら
最
短
距
離
の
参
加
企
業
に

処
理
を
依
頼
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
顧
客
は
処
分
を
適
正
な
価
格

で
行
う
こ
と
が
で
き
、
最
終
処

理
ま
で
の
過
程
が
透
明
化
さ
れ

る
た
め
、
不
法
投
棄
の
防
止
に

も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
金
融
機
関
や
不
動
産

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
と
の
連

携
に
よ
り
、
事
業
継
続
に
向
け

た
融
資
や
他
の
ソ
ー
ラ
ー
企
業

へ
の
売
却
、
パ
ネ
ル
撤
去
後
の

土
地
の
有
効
活
用
の
促
進
な
ど

が
期
待
で
き
る
。

武
藤
代
表
取
締
役
に
よ
る

と
、
様
々
な
業
種
が
Ｓ
Ｒ
Ｐ
に

参
加
す
る
見
通
し
で
、
県
内
産

廃
業
者
は
２０
社
以
上
が
参
加
す

る
も
よ
う
。

将
来
的
に
は
全
国
的
に
展
開

し
て
い
く
と
し
て
お
り
、
ソ
ー

ラ
パ
ネ
ル
蓄
電
事
業
な
ど
と
の

癌
島
神
宮
で
梯
子
乗
り
奉
納

締

一書
４。
肇

ク
伝
統

の
技
を
見
事
に
成
功

賠
ィ

曇

賃

冨

会

奢

轟

察

長
Ｈ
写
真
上
段
右
）
は
１９
日
、

創
立
４０
周
年
記
念
式
典
を
開
催

し
た
。
式
典
に
は
多
数
の
来
賓

連
撓
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と

い
う
。

武
藤
代
表
取
締
役
は

「Ｓ
Ｒ

Ｐ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
わ
る
全
て
の
企
業
と
連
携

し
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く
シ

ス
テ
ム
。
従
来
の
価
値
観
や
枠

組
み
を
覆
す
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
し
、
人
々
の
生

活
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い

き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
同
社
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
部

（電
話
０
２
９
６

‐
３４
‐
１
２
１
１
）
。

橋
台
へ
一

が
出
席
し
、
参
加
者
全
員
で
節

目
の
年
を
祝

っ
た
。
式
典
前
に

は
鹿
島
神
宮
に
て
梯
子
乗
り
を

奉
納
。
見
事
な
技
の
冴
え
に
参

拝
に
訪
れ
た
人
々
は
釘
付
け
と

な
り
、
惜
し
み
な
い
拍
手
を

送

っ
た
。

一
同
は
ま
ず
、
鹿
島
神
宮
の

大
鳥
居
に
集
合
。
同
会
の
メ
ン

バ
ー
の
ほ
か
、
上
部
団
体
で
あ

須
田
大
橋

県
鉾
田
工
事
事
務
所
は
須
田

大
橋
の
耐
震
補
強
を
進
め
て
お

り
、
本
年
度
に
橋
台
の
落
焉
防

止
装
置
な
ど
の
工
事
を
発
注
す

る
。
発
注
形
式
は

一
般
競
争
入

札
で
、
月
内
ま
た
は
７
月
勅
荀

ご
ろ
に
発
注
す
る
予
定
。
工
期

は
８
カ
月
を
見
込
む
。

る
県
鳶

・
土
木
工
業
会
や
関
東

連
合
着
鳶
会
の
会
員
ら
約
１
■

０
人
が
参
集
。
木
遣
り
の
声
が

響
き
渡
る
中
、
勇
壮
な
纏
振
り

を
披
露
し
た
。

続
い
て
参
拝
客
が
見
守
る

中
、
梯
子
乗
り
の
演
技
。
江
戸

時
代
か
ら
続
く
伝
統
の
技
芸

に
、
令
和
の
若
鳶
た
ち
４
人
が

挑
戦
。
見
事
に
成
功
さ
せ
た
。

そ
の
後
は
潮
来
ホ
テ
ル
に
て

清水会長留任、地域の安全担う
地元企業が雇用や経済を下支え

笠間市建設業協力会/定時総会開く

冒
頭
、
清
水
会
長
は

「建
設

業
は
雇
用
や
経
済
活
動
を
下
支

え
す
る
と
と
も
に
、
災
害
が
発

生
し
た
際
に
は
最
前
線
で
復
旧

復
興
に
あ
た
る
地
域
の
守
り
手

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
。

引
き
続
き
社
会
資
本
の
維
持
修

繕
本
さ
ら
に
は
道
路
河
川
の
整

備
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
や
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
安
全
安
心
を
担

っ

て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
。

議
事
で
は
、
２．
年
度
の
事
業

報
告
と
収
支
決
算
、
２２
年
度
の

雷

＞
墾

§

一
致
で
承
認
。
ま
た
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
清

水
会
長
ぢ
が
留
任
し
た
。

２２
年
度
の
事
業
と
し
て
、
現

場
代
理
人
研
修
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。

総
会
後
に
は
懇
親
会
も
行
わ

れ
、
笠
間
市
の

近
藤
慶

一
副
市

長

（写
真
上
段

中
央
）
や
常
井

鼓
県
蓑
轟

員

（写
真
上
段

左
）
、
村
上

典

男

県

議

会

議

員

（写
真
下
段

右

）
、
笠

間
市

一議
会
の
内
桶
克

之
建
設
土
木
委

員
長

（写
真
下

段
左
）
ら
が
招

か
れ
た
。

近
藤
副
市
長

は

「
災
筈
時
や

大
雪
の
時
に
も

笠
間
市
建
設
業
協
力
会

（清
水
恵
一
裏
電
（＝
写
真
上
段
右
）
は
１７
日
、
市
内
の
飲
食
店
で

２
０
２
２
年
度

（第
１６
回
）
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
委
任
状
を
含
め
て
５．
社
が
出

席
。
本
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
役
員
改
選
で

は
清
水
会
長
の
留
任
が
決
ま

っ
た
。

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
る
」
、
常
井
議
員
は

「
協
力

会
の
会
員
が

一
致
団
結
し
、
各

後
と
も
市
民
の
た
め
に
ご
瓜
万

い
た
だ
け
れ
ビ

と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
村
上
議
員
は

「皆
き

ま
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
ご
盤

栄
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
由

し
上
げ
る
」
、
内
桶
委
員
長
胆

「県
の
事
業
、
市
の
事
業
と
泌

る
か
と
思
う
が
、
皆
さ
ま
方
が

協
力
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

ど
と
述
べ
た
。　
　
　
　
　
　
一

２
公
園
の
一

設
計
終
え

境
町
の
補
正
予
算
第
２
景

可
決
さ
れ
た
。
主
な
も
の
で
一

２
公
園
の
遊
具
更
新
工
事
に
ユ

７
８
１
万
円
、
町
道
の
歩
道
韮

置
工
事
に
７
０
０
万
円
を
試

し
て
い
る
。

一
般
会
計
に
９
橙

７
２
３
１
万
８
０
０
０
円
亀

．

加
し
、
総
額
１
４
５
億
３
〇
一


